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咲き始めた桜の下で開会

　北上展勝地さくらまつり開会式は15日、展勝地公
園で行われました。開会式には髙橋市長など関係者が

出席。テープカットを行った後、｢そばっち｣が川岸保

育園、立花保育園の園児たち45人と国体ダンスを踊
り、いわて国体をＰＲしました。今年は例年より開花

が早く、三分咲きの桜の下での開会式となりました。

　同まつりは５月６日まで開催。期間中、観光馬車や

観光遊覧船、鬼剣舞の公演などさまざまなイベントが

まつりを盛り上げます。
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おに丸くんがお出迎え

　本通り商店街振興組合(吉田建彦理事長)は同商店街

の店舗に同一デザインの看板を設置しました。

　看板はアーケード撤去事業の一環として20店舗に
設置。看板の中央には片面に｢おに丸くん｣、もう一

方には市の木｢さくら｣が描かれています。同商店街

は｢鬼も笑う商店街｣というテーマを掲げ、歩くだけで

楽しい商店街を目指しています。吉田理事長は｢新し

い看板はお客さんからの評判も良い｣と話し、今後は

商店街の緑化に取り組む予定です。

北上展勝地さくらまつり開会式

本通り商店街看板を統一

　黒岩地区の白山神社春の例大祭は５日、同神社で行

われました。式典には同神社の氏子など約40人が参
加。萬内神楽が奉納された後、関係者により玉ぐしが

ささげられ、五穀豊穣と地域の発展が祈願されました。

同神社の本殿は変則的なはりの形などから、江戸時代

前期の建築と推定され、平成２年に県の有形文化財に

指定されています。氏子総代長の及川純一さんは｢盛

大に例大祭を執り行うことができた。今後は神社の修

繕をしていかなければならない｣と話していました。

白山神社春の例大祭

五穀豊穣と地域の発展を祈る

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
粛
々
と
神
事
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た

　春の緑化まつりは19日、憩いの森で開催されまし
た。同まつりは毎年４月に自然に触れ合うことを目的

とし開催。緑化木の無料配布や木工体験、押し花体験、

林産物の販売、産直コーナーなど多くのイベントが行

われました。緑化木の配布には大勢の人が訪れ、シャ

クナゲ、ブルーベリー、つばきなど17種類の中から
好みの苗木を探していました。

　つばきを選んだ梅村竜弥くん(南小・１年)は｢自分

で選びました。家に植えます｣と話していました。
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自然と触れ合う機会を
春の緑化まつり
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そばっちと応援しよう！

　国体マスコットキャラクターわんこきょうだいの着

ぐるみ贈呈式とそばっちの｢北上サポーターズ｣隊長着

任式は７日、本庁舎で行われました。アイガースポー

ツの阿部芳弘代表取締役が髙橋市長に目録を贈呈。そ

の後、国体の運営ボランティア｢北上サポーターズ｣の

隊長に就任したそばっちに髙橋市長から委嘱状が手渡

されました。そばっちは北上展勝地さくらまつりなど

市内のイベントや市内小学校の運動会などに参加し、

いわて国体や市のＰＲ活動を行います。
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日頃の火災予防活動が評価
優良少年消防クラブ・指導者表彰

　下藤根少年消防クラブ(千葉博
ひろとも

大代表)は２日、平成

26年度優良少年消防クラブ・指導者表彰受賞報告を
髙橋市長に行いました。同クラブは地区内での防火広

報や、パレードなど地域の火災予防への貢献が高く評

価され総務大臣賞｢特に優良な少年消防クラブ｣として

表彰。昭和57年に始まった同クラブの活動は30年以
上も続き、地域の良い伝統となっています。

　同クラブ隊長の髙橋伶太朗くんは｢６年間の活動が

評価され嬉しい｣と受賞の喜びを話していました。
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百歳これからもお元気で

　上野町にお住まいの山﨑英さんが百歳を迎え３月

27日、自宅で祝う会が開かれました。英さんは大正
４年３月27日生まれ。20歳で故直さんと結婚し、子
６人、孫14人、ひ孫13人に恵まれています。東日本大
震災で被災し、孫の住む北上市に住むことを決めたと

いう英さん。趣味は読書で、現在でも自分で本を買い

に行ったり、娘が送ってくれた本を楽しんでいるそう

です。百歳を迎えた感想を尋ねると｢こんなに長生き

できるとは思わなかった｣と話していました。

　和賀町仙人にお住まいの小田嶋ヒサさんが百歳を迎

え３月31日、自宅で祝う会が開かれました。ヒサさ
んは大正４年３月31日生まれ。17歳で故竹松さんと
結婚し、子５人、孫12人、ひ孫21人、やしゃご６人
に恵まれています。暖かい日にはひとりで散歩に出た

り、国会中継や相撲などのテレビ鑑賞を楽しんでいま

す。現在も好き嫌いなく何でも食べるそうで、長寿の

秘訣を尋ねると｢ご飯をいっぱい食べること｣と話して

いました。
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小田嶋ヒサさん


